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秋の運動会（西条小学校）
関連10頁　

令和 3 年 11 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿

人　口	20,835 人 [731] (+  6 [ー  2])
　男	 10,456 人 [299] (ー11 [ー  7])
　女	 10,379 人 [432] (+17 [+  5])
世帯数	 9,246 戸 [339] (+  9 [ー  2])

まちの動き 10 月 1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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令
和
2
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
1
2
億
9
5
0
1
万
円
で
、歳
出
総
額
は
1
0
8
億
2
3
9
万
円
で
し
た
。

※
歳
入
歳
出
差
引
額
４
億
9
2
6
2
万
円
の
う
ち
令
和
２
年
度
事
業
で
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
1
0
7
7
万

　
円
を
差
し
引
い
た
4
億
8
1
8
5
万
円
は
、前
年
度
繰
越
金
と
し
て
令
和
３
年
度
の
歳
入
と
な
り
ま
す
。

　歳入の主なものは自主財源である「町税」で、歳入全体の41.7％
を占めています。町税は例年、歳入の半分以上を占めますが、令和2
年度は税制改正により法人町民税が減収したことと、新型コロナウ
イルス感染症関連の国庫支出金が増額したため、歳入全体に占め
る割合が大幅に低くなりました。「その他」には、コロナ対策事業の
実施のため取り崩した財政調整基金の繰入金（約8億円）と、コロ
ナ禍により減収した「分担金及び負担金」と「使用料及び手数料」
を含んでいます。国庫支出金については、特別定額給付金やその他
の新型コロナウイルス感染症関連の補助金収入により前年の2.4倍
となり、依存財源の割合が増幅しました。
　町債につきましては、道路改良事業債及び教育施設整備事業債
の借入と、税収等が減ったことによる減収補てん債の借入を行って
おります。
　以上の結果、令 和２年度の歳入は、前年比2 7億9 , 3 3 5万円
（32.9％）の増額となる112億9,501万円でした。

令和2年度の歳入額を町民一人当たりに換算すると、54万6,683
円になります。内訳は以下のとおりです。

町民一人が納めた税金など
（一人当たりの負担状況）

〈 町民からの収入 〉
内訳

●町税(227,784円）
  ・個人法人町民税
  ・固定資産税
  ・軽自動車税
  ・町たばこ税
  ・入湯税
●分担金・負担金
  （3,109円）
●使用料・手数料
  （2,690円）

　計 233,583円

〈 国からの収入 〉
　●172,255円

〈 県からの収入 〉
　●32,051円

〈 その他の収入 〉
　●108,794円

町民一人に対し、
国や県などから町へ交付されたお金

令和2年度の歳出額を町民一人当たりに換算すると、52万2,840円になり
ます。事業費別で見ると以下のとおりです。

　令和２年度の歳出は、前年比 26 億 8,861 万円（33.1％）の増額となる
108 億 239 万円でした。
　主な増額要因として、民生費においては幼児教育無償化に伴う保育所等
給付費の増、総務費では新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として一人
10 万円が支給された特別定額給付金事業等による増、衛生費では新型コロ
ナワクチン接種関連経費の増、商工費では昭和町３活商品券プレミアム付き
商品券配布事業等が挙げられます。令和 2 年度は新型コロナウイルス感染
症関連の国庫補助事業と町単独事業を積極的に行った結果、過去最大の歳
出額となりました。

　
昭
和
町
の
令
和
２
年
度
決
算
が
、今
年
9
月
に
開
か
れ
た
定
例

町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。町
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
事
業
は
、

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
や
、国
・
県
か
ら
の

補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
算
と
は
、年
度
始
ま
り
の
4
月
か
ら
翌
年
3
月
の
間
に
い
く

ら
収
入
や
支
出
が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
た「
町
の
家
計
簿
」で
す
。

令
和
2
年
度

一
般
会
計
決
算

譲
与
税
･
交
付
金　

地
方
譲
与
税・地
方
消
費
税
交
付
金・

法
人
事
業
税
交
付
金・環
境
性
能
割

交
付
金・地
方
特
例
交
付
金
な
ど

町
債　道

路
改
良
事
業
・
教
育
施
設
整
備
事

業
等
の
借
入
金

そ
の
他
歳
入　

保
育
所
等
利
用
者
負
担
金・放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
負
担
金・学
校

給
食
費
保
護
者
負
担
金・町
営
住
宅

家
賃
収
入・寄
附
金・基
金
繰
入
金・

前
年
度
繰
越
金
な
ど

用
語
解
説

お
知
ら
せ
し
ま
す

昭
和
町
の
家
計
家
計
簿簿
を

議員報酬・議会
運営費など
●3,953円

 議会費

雇用対策など
●125円

労働費

消防団・消防施
設整備災害対策
など
●14,886円

消防費

税務・選挙・広
報・公有財産管
理など
●149,245円

総務費 

農業振興など
●2,305円

農林水産費

高齢者福祉・障
害者福祉・児童
福祉など
●155,080円

民生費

商工業振興など
●15,775円

商工費

小中学校教育・
生涯学習・ス
ポーツ振興など
●53,247円

教育費

町債返済金
●25,565

公債費

健診・健康づく
り・母子保健・
ごみ処理など
●27,308円

衛生費

道路・河川・公
園の整備や維持
管理など
●43,759円

土木費

基金積立金
●31,591円

その他

昭和町って
お金持ち？

財政コラム財政コラム

　　今年も昭和町は『不交付団体』に
なったって ニュースで聞いたけど、『不
交付団体』って何？

  　基準財政収入額（おおむね税収見込
み額の75％分）から基準財政需要額（国
が定める方法で算定された財政需要額）
を引いた差額が、プラスの場合は不交付
団体、マイナスの場合は交付団体となり
ます。交付団体はマイナスとなった分だ
け、国から普通交付税が交付されます。

　　昭和町は不交付団体だから財政が
豊かなんでしょ？

　　いいえ、違います。普通交付税の計
算上では歳入が歳出を上回る計算です
が、実際の財政運営では、国や県からの
支出金に依存しつつ、地方債の借り入れ
や基金の取り崩しを行いながら財源を
確保しています。昭和町は他団体と比較
すると税収が多い自治体ですが、他の市
町村が交付税を財源として行っている
行政サービスを、昭和町は税収でやりく
りしているにすぎないのです。現在は不
交付団体になって以降、一番財政が苦し
い状況に追い込まれています。

　　なぜ財政が厳しくなってしまったの？

　　これは、国が地方自治体の財政力格
差をなくすために、税収の多い自治体の
財源を税収の少ない自治体へ分配する
政策を強めていることが一番の要因で
す。例えば、令和2年度の税制改正によ
り昭和町の法人町民税は2億円以上減
額しましたが、その減額分は全額国に納
められ、他の市町村へ交付税として分配
されています。税収は減っているのに対
し、扶助費(社会保障費等)をはじめ歳出
額は年々増え続け、昭和町の財政運営は
危機的な状況となっています。

QQ

QQ

QQ

AA

AA

AA
歳出
108億
239万円

民生費
32億412万円
29.7％

教育費
11億13万円
10.2％ 総務費

30億8356万円
28.5％

土木費
9億410万円
8.4%

衛生費
5億6421万円
5.2％

公債費
5億2820万円
4.9％

その他
6億5529万円
6.1％

消防費
3億757万円
2.8％

商工費
3億2592万円
3.0％

議会費
8168万円
0.8％

農林水産業費
4763万円
0.4％

※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。 ※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。

歳　入歳　出

自主財源（町が自主的に収入する
財

源
）

町税
47億623万円
41.7％

譲与税・
 交付金等
7億5100万円
6.6％

県支出金
6億6221万円
5.9％

町債
1億6510万円
1.5％

歳入
112億

9,501万円
国庫支出金
35億5896万円
31.5％

その他
14億5151万円
12.8％

町たばこ税
2億4946万円
5.3％

軽自動車税
6888万円
1.5％

入湯税
95万円
0.02％

固定資産税
24億6761万円
52.4％

個人町民税
13億8021万円
29.3％

法人町民税
5億3912万円
11.5％

依
存

財
源（

国
や

県
か

ら
交

付
さ

れ
る

財
源

）
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健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
1
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準

を
超
え
る
と
、早
期
健
全
化
団
体

と
し
て
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

早
期
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要

な
勧
告
が
行
わ

れ
ま
す
。

４	

外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

財
政
再
生
計
画
が
実
際
の
財
政
運

営
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た

と
き
は
、総
務
大
臣
か
ら
予
算
の

変
更
等
、必
要
な
措
置
の
勧
告
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
を
超
え
る
と
、経
営
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２	

議
会
で
承
認
さ
れ
た
経
営
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３	

経
営
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４	

外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

経
営
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
、④
将
来
負
担
比
率
を
除
い

た
３
つ
の
比
率
の
う
ち
1
つ
で
も

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、財

政
再
生
団
体
と
し
て
国
の
関
与
を

う
け
な
が
ら
財
政
の
再
生
を
図
る

た
め
、次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

１
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か

に
公
表

２	

議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
再

生
計
画
を
総
務
大
臣
に
協
議

し
、同
意
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

→
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、

災
害
復
旧
事
業
債
な
ど

を
除
き
、地
方
債
の
起
債

が
不
可
能
と
な
る

３	

財
政
再
生
計
画
の
実
施
状
況

を
議
会
に
報
告
、
公
表

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
等（
一
般
会
計
及
び
渇

水
対
策
事
業
特
別
会
計
）を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

	

　

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、財

政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率　

す
べ
て
の
会
計
を
対
象
と

し
た
実
質
赤
字（
又
は
資
金
の
不
足
額
）の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

	

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、町

全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、全
体

の
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率（
3
か
年
平
均
）

	

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の

大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示

す
も
の
で
す
。

将
来
負
担
比
率　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率

	

　

一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い

く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残

高
の
程
度
を
指
標
化
し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。

資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
会
計（
下
水
道
事
業
特

別
会
計
）の
資
金
不
足
を
、料
金
収
入
等
と
比
較

し
て
指
標
化
し
、経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す
も

の
で
す
。

標
準
財
政
規
模　

自
治
体
が
、標
準
的
な
状
態
の
と

き
、通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財

源
の
規
模
の
こ
と
で
す
。

※
標
準
税
収
入
額
等（
町
税
や
地
方
譲
与
税
な

ど
）＋
普
通
交
付
税
＋
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

可
能
額

　

財
政
基
盤
の
強
弱
を
示
す
指
数
で
、

標
準
的
な
行
政
需
要
に
必
要
な
財
源
を

ど
れ
く
ら
い
自
力
で
調
達
で
き
る
か
を

表
し
て
い
ま
す
。こ
の
値
が
大
き
い
ほ

ど
財
政
力
に
余
裕
が
あ
り
、「
１
」を
超

え
た
団
体
は
、自
立
し
て
自
主
的
に
財

政
運
営
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な
い
、い

わ
ゆ
る「
不
交
付
団
体
」と
な
り
ま
す
。

　

財
政
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
最
も
一

般
的
な
指
標
で
あ
り
、経
常
的
な
一
般

財
源（
町
税
な
ど
の
よ
う
に
使
途
が
特

定
さ
れ
て
い
な
い
財
源
）が
、経
常
的
に

支
出
す
る
経
費（
人
件
費
、扶
助
費
、公

債
費
等
）に
ど
れ
く
ら
い
充
当
さ
れ
て

い
る
か
を
示
す
比
率
で
す
。こ
の
比
率

が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
運
営
が
厳
し
く

な
り
ま
す
。令
和
２
年
度
は
、前
年
度
よ

り
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費（
町
債
の
返
済
金
）に
よ
る
財
政
負

担
の
程
度
を
示
す
比
率
で
す
。実
質
的
な
公
債

費
に
費
や
し
た
一
般
財
源
の
額
が
、標
準
財
政

規
模（
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
の
に
必

要
な
額
）に
占
め
る
割
合
を
い
い
ま
す
。公
営

企
業
等（
下
水
道
事
業
な
ど
）へ
繰
り
出
し
て

い
る
起
債
の
償
還
分
も
含
ま
れ
、実
質
的
な
公

債
費
を
網
羅
し
て
算
定
し
た
指
数
で
す
。18
％

を
超
え
る
と
地
方
債
の
発
行
に
許
可
を
要
し
、

25
％
を
超
え
る
と
起
債
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
様
々
な
分
析
指
数
が
あ
り
、総
称
し
て「
財
政
指
標
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。昭
和
町

の
財
政
状
況
が
健
全
か
ど
う
か
、財
政
に
弾
力
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、借
金
の
占
め
る
割
合
が
高
い
か
低
い
か
な
ど
を
判
断

す
る
３
つ
の
指
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

◎
詳
し
い
資
料
等
を
閲
覧
で
き
ま
す　

 

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
財
政
係（
☎
2
7
5 - 
８
１
５
４
）

↓財政健全

↑財政厳しい

75
％

80

85

90

経常収支比率経常収支比率

80.2%

84.4%

81.9% 82.3%

87.1%

↓制限なし
地方債発行に

↑許可を要する
↑制限あり

2
7
％

28 29 30 令和元

9

8

10

11

18

地方債発行に25

会計
年度

228 29 30 令和元
会計
年度

実質公債費比率実質公債費比率

7.5%

7.3%
7.9%

9.1%

8.3%

1.174

1.252 1.254 1.226

1.189

28 29 30 令和元 2

0.90
会計
年度

財政力指数

↓交付団体
地方交付税 ↑不交付団体

75

80

85

90

7

8

9

10

11

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

指 標 名
昭和町 比率 参考比率

令和２年度 令和元年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 	実 質 赤 字 比 率 － － 14.7 20.0

② 	連結実質赤字比率 － － 19.7 30.0

③ 	実質公債費比率 8.3 7.9 25.0 35.0

④ 	将 来 負 担 比 率 － － 350.0 －

会 計 名
昭和町 比率 参考比率

令和２年度 令和元年度 経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0

※赤字額がないため、①実質赤字比率と②連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※将来負担比率については、財政再生基準が設定されていないため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、⑤資金不足比率は「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

資金不足比率

財
政
力
指
数

用
語
解
説

まちの財政指標財政健全化判断比率 と 資金不足比率

早
期
健
全
化
基
準
を

  

超
え
る
と
…

財
政
再
生
基
準
を

            

超
え
る
と
…

経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
る
と
…

財政健全化法に基づき令和２年度決算の財政健全化判断比率をお知らせします。
昭和町の令和２年度決算については、早期健全化基準及び経営健全化基準を下回
る比率のため、健全であるといえます。

　「基金」とは、町が将来に
備えたり特定の目的のため
に資金を積み立て、または定
額の資金を運用するために
設けられる資金で、町の積
立預金のことをいいます。そ
の内の財政調整基金は、年
度間の財源の変動を調整す
るための積立金であり、財
源に余裕のある年度に積み
立て、災害や不況などにより
財源不足が生じた年度に活
用します。基金全体の令和
２年度末現在高は、前年比1
億837万円（2.2％）の減額と
なる49億2,600万円でした。
　「町債」とは、町が公園や
道路、学校などの大きな事
業を行うために借り入れるお
金（借金）のことです。これ
に対し、歳出の公債費とは、
この町債を返済するための
お金です。町債の令和２年
度末現在高は、前年比3億
1,960万円（7.5％）の減額と
なる39億5,858万円でした。

令和２年度末
基金現在高

49億
2,600万円

令和２年度末
町債現在高

39億
5,858万円

※千円未満切り捨て
※人口は、令和3年3月31日現在
　人口（20,661人で計算）

基金基金
23万8000円23万8000円

町債町債
19万2000円19万2000円

町民一人当たり町民一人当たり
基金・町債高基金・町債高

基金・町債
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“
大
人
へ
の
旅
立
ち
”を
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令
和
４
年「
成
人
式
の
実
行
委
員
」募
集
! !

　

来
年
の
１
月
９
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。２０
歳
の
記

念
に
自
分
た
ち
の
企
画
で
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ま
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

資　
　
格　
　
① 

令
和
４
年
の
新
成
人
の
方

　
　
　
　
　
　

 　
（
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

　
　
　
　
　
　
② 

文
集
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
な
ど
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
方
、や
る
気
が
あ
る
方

　
　
　
　
　
（
お
友
達
同
士
で
も
結
構
で
す
）

　
　
　
　
　
　
③ 

当
日
ま
で
数
回
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
方

募
集
人
数　
　
５
人
～
10
人
程
度

募
集
締
切　
　
令
和
3
年
11
月
12
日（
金
）

申
し
込
み　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

新型コロナワクチンに関する新型コロナワクチンに関する
お知らせお知らせ

昭和町で実施している新型コロナワクチンの接種状況は次のとおりです。

　高齢者の方から順次スタートした 12 歳以上のワクチン接種希望者への 2 回の接種は、11 月
5 日 ( 金 ) の夜間接種を最終とし、予定していた接種日程は全て終了となります。
　まだワクチン接種を受けられていない方、12 歳の誕生日を迎える方の接種機会につきましては、
現在、今後の接種体制や日程等協議をしています。今後ワクチン接種を希望される方は昭和町ワ
クチンコールセンターにご連絡ください。ご連絡いただいた方は希望者名簿にお名前を控えさせ
ていただきます。接種機会が確保できましたら、随時ご案内させていただきます。
　また、最新の情報は町 HP にも掲載していきますので、そちらもご確認ください。

 昭和町ワクチンコールセンター　☎０５５－２４４－３８００

対象者
（12 歳以上）

1 回目
（接種率）

２回目
（接種率）

18,946 人 14,979 人
（79.1％）

13,282 人
（70.1％）

10 月 18 日時点 ＶＲＳデータに基づく

新型コロナワクチン接種状況

３回目 (追加 ) のワクチン接種について

昭和町ホームページ　　　https://www.town.showa.yamanashi.jp/
山梨県ホームページ　　　https://www.pref.yamanashi.jp/
厚生労働省ホームページ　https://www.mhlw.go.jp/

今後も最新情報に
目を向けましょう

　10 月 15 日現在、3 回目（追加）の接種について国から示されている情報をお知らせします。

・２回目の接種から8カ月以上が経過した方 (医療従事者や高齢者 )に順次接種券を発送する。
　※3回目の接種対象者については未定です。

・３回目の接種券は、従来のシール型から予診票との一体型に変更になる。

　町ではこれらの情報をもとに、今年 12 月から 8 カ月が経過する医療従事者等の接種体制の確
立に向けて準備をしていますが、日程や接種の詳細については現在未定です。
　詳細が決まり次第、対象者への個別通知や町の HP、広報で随時お知らせしていきます。

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、住
宅
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え

火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

【
サ
イ
レ
ン
吹す
い
め
い鳴
】

　
11
月
9
日（
火
）、15
日（
月
）　
午
後
9
時
か
ら
10
秒
間

　　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
、逃
げ
遅

れ
防
止
な
ど
に
絶
大
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

す
。な
お
、警
報
器
の
電
池
寿
命
は
10
年
で
す
。設
置
か
ら
10
年
を
経

過
し
た
警
報
器
は
、新
し
い
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
　
企
画
財
政
課　
行
政
係 （
☎
2
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
　
　
　
　
　
　

甲
府
地
区
消
防
本
部 

（
☎
2
２
２
‐
1
2
8
4
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

11
月
９
日（
火
）
～
15
日（
月
）

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

◎
全
国
統
一
防
火
標
語

　

お
う
ち
時
間　
家
族
で
点
検　
火
の
始
末
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：11月18日（木） 

午後1時～４時
　場所：役場別棟2階 会議室(北)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：11月10日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください　
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：11月12日（金）・26日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：11月22日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

 

防
災
コ
ラ
ム
　
命
を
守
る

第
23
回

 

家
屋
等
の

　

被
害
に
つ
い
て
考
え
る

固定資産評価審査委員会委員を選任しました
　９月の定例議会において、小澤 勝

か つ み
己氏（飯喰区）

が固定資産評価審査委員会委員に再任されました。
任期は、令和３年10月１日から令和６年９月30日
までの３年間となります。
　なお、固定資産評価審
査委員は、中立公平な立
場で、固定資産課税台帳
に登録された価格に関
する不服に対して、審査
決定等を行います。小澤 勝己 氏

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
功
労
者·

団
体
が
表
彰
受
賞

　

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
・
尽
力
さ
れ
て
き
た
２
名
の
方

と
１
団
体
に
対
し
、山
梨
県
知
事
及
び
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
代　
孝　
氏（
紙
漉
阿
原
区
）は
、紙
漉
阿
原
区
い
き
が
い
ク
ラ
ブ

会
長
を
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
務
め
ら
れ
、単
位
ク

ラ
ブ
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ

ブ
連
合
会
の「
い
き
が
い
大
学
」の
大
学
長
を
平
成
19
年
度
か
ら
務

め
ら
れ
、豊
富
な
学
識
経
験
を
活
か
し
、会
員
の
教
養
の
向
上
に
現

在
も
な
お
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

「
山
梨
県
知
事
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
澤　
俊
子　
氏（
清
水
新
居
区
）は
、清
水
新
居
区
い
き
が
い
ク
ラ

ブ
会
長
を
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
務
め
ら
れ
、単
位
ク

ラ
ブ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、地
区
で
催
し
を
開
催
す

る
際
は
、手
書
き
で
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
会
員
へ
直
接
届
け
る
等
、

会
員
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
功
績
に
よ

り
、「
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰 

育
成
功
労
表
彰
」を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
新
居
区
い
き
が
い
ク
ラ
ブ（
会
長　
幡
野　
美
那
子　
氏
）は
、月

に
１
度「
み
ん
な
で
た
ま
っ
て
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
の
会
」と
い
う
独
自
の

健
康
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
会
で
行
わ
れ
る
体
操

や
合
唱
、軽
ス
ポ
ー
ツ
等
が
、会
員
の
介
護
予
防
と
生
き
甲
斐
に
も

つ
な
が
る
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
、「
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰 

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 受賞者　前列左から、幡野氏（清水新居区いきがいクラブ会長）、田代氏、深澤氏。
　 後列左、昭和町いきがいクラブ連合会 有賀 惠藏 会長

企画財政課　危機管理係（☎２７５-８１５４）

　自然災害により住家等に被害が出た場合、その被害の程度につい
て町が証明をする『罹

り

災証明書』というものがあります。これは、大規
模な災害だけではなく、台風など身近な自然災害も対象となります。
　今回は意外と身近な公助、罹

り

災証明書について紹介をします。

罹
り

災証明書を
　知っていますか？

　罹
り

災証明書は、自然災害（台風などの風水害、豪雪、地震など）により家屋等が被害を受けた場合に
申請ができます。（火災の場合は除く※）
注）証明書は申請受付当日には発行できません。
　被害について、保険会社に損害保険を請求する場合に罹

り

災証明書の添付が必要となる場合があり
ます。（保険会社によっては必要ない場合もありますので必ず保険会社等へ確認をしてください）
◆申請窓口・問い合わせ先
　昭和町役場 税務課（☎２７５- ８２６５）
※火災の場合の罹

り

災証明書は、甲府地区消防本部南消防署（☎２３３- １４９０）に問い合わせてく
　ださい。

 自然災害により家屋等に被害が出たら

 罹
り

災証明の発行に必要なもの
・罹

り

災を証明できる写真 ※１

・印鑑
・身分証明書（運転免許証、マイナンバーカード、保険証など）
・委任状（本人、同居親族以外の方が申請をする場合）

※１ 写真については、被害箇所やその様子がわかる記録写真が必要ですので、片付けや修理を行う
　　前に下記の写真撮影のポイントを参考に撮影をしてください。

●なるべく４方向から撮影
●浸水した場合は、浸水した深さがわかるように

撮影のポイントは、“家の外と中の写真を撮る” こと
★被害を受けた部屋・箇所は全て撮影しましょう

●被災した部屋ごとの全景写真
●被災箇所の『寄り』の写真

 屋外の場合  屋内の場合

手数料は無料です

※メジャーなどを
あてて、『引き』
と『寄り』の写真
を撮っておく

《想定される箇所》
内壁、床、窓、出入口、
サ ッ シ、襖、障 子、
システムキッチン、
洗面台、便器、ユニッ
トバスなど

受賞者紹介
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秋の交通安全運動
　９月21日（火）、「秋の全国交通安全運動」に合わせ、昭和バイパスで交
通安全の街頭指導が行われました。町交通安全協会、昭和町議会議員、町
交通安全母の会、町防犯・防災アドバイザーの皆さんが参加され、手持ち
看板を使って交通ルールの遵守や交通事故防止を呼びかけました。
　11月に入り、日もずいぶんと短くなってきました。早めのライト点灯
を心がけ、事故のない安全・安心なまちをつくっていきましょう。

中秋の“満月”
　旧暦８月15日にあたる９月21日（火）は、一年のうちで
最も美しいとされる「中秋の名月」でした。実は中秋の名月
が満月の時期に重なるのは珍しいことで、2013年以来
８年ぶりとなりました。当日は雲が多い天気となりました
が、時折雲の切れ間から明るく見ごたえのある満月が顔を
覗かせ、「月のうさぎ」もはっきり見ることができました。
　次の中秋の“満月”が見られるのは９年後、2030年に
なるそうです。

実りの秋 稲刈り体験
　10月５日（火）、押原こども園で稲刈り体験が行われ
ました。子どもたちは小さな手に鎌を握りしめ、先生方
に見守られながら一生懸命に稲を刈り取っていまし
た。頑張って刈り取った稲を手に、にっこりと可愛らし
い笑顔を見せてくれました。
　まちの都市化が進み田んぼや畑が少なくなるなか、
いつも食べているお米がどうやって作られているのか
を知る貴重な経験になったと思います。
　はじめての稲刈りに大奮闘の子どもたちでした。

上手に刈れたよ！

常永ゆめ広場 遊具が完成
　９月28日（火）、常永ゆめ広場の遊具が完成しました。広々
とした芝生の公園にできたピカピカの遊具に、子どもたちは
大喜びでした。
　公園は小さな子どもから
お年寄りまで、多くの方々
の憩いの場として利用され
ます。ルールとマナーを守
って正しく楽しくご利用く
ださい。

み ん な 主 役
学 校 運 動 会

　９・10月、町内の小中学校で
運動会が開催されました。
　どの学校も練習の成果を発
揮し、素晴らしい競技と演技を
披露してくれました。

押原小学校

押原中学校

常永小学校 西条小学校
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割
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

給
食
を
通
じ
て
食
や
地
域
環
境
に

関
心
を
も
ち
、
感
謝
の
気
持
ち
や
食

べ
物
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
は

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

家
庭
で
も
今
日
は
ど
ん
な
給
食
だ
っ

た
の
か
、
お
い
し
か
っ
た
か
な
ど
、

給
食
の
献
立
を
話
題
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま
で
と

同
様
、
美
味
し
い
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
安

全
で
お
い
し
い
給
食
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.270　 令和 3 年 11 月号

甲
府
昭
和
高
校

昭
和
町
民
会
議

給
食
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課

　

押
越
育
成
会
は
毎
年
、「
朝
の
あ

い
さ
つ　

ふ
れ
あ
う
心
」
を
合
い
言

葉
に
通
学
時
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
実

施
、
中
学
生
の
「
初
穂
餅
」
作
り
と

販
売
に
よ
る
八
幡
初
穂
祭
り
へ
の
参

加
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
卒
団
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
の
開
催
、
中
学
生
卒
業
記
念

品
配
布
、
押
原
公
園
健
全
育
成
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
今
年
度

も
思
い
ど
お
り
に
事
業
が
で
き
な
い

状
況
で
、
悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
時
代
に
応
じ
た
育
成
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
悩
む
と
こ
ろ
で

す
。
区
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
さ
ら
に
難
し
く
思
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
、
押
越
育
成
会
は
「
昭

和
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
押
越
支

部（
押
越
育
成
会
）」と
名
称
を
変
え
、

町
民
会
議
と
の
連
携
強
化
を
軸
と
し

て
、
わ
か
り
や
す
い
育
成
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
年
度
当
初
に
は
、
町

民
会
議
の
活
動
方
針
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
育
成
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
２
学
期
の
給
食
も

あ
と
２
カ
月
で
終
わ
り
と
な
り
ま

す
。

　

令
和
３
年
２
学
期
の
給
食
は
、
８

月
30
日
の
小
学
校
の
給
食
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
通
常
給
食
の
他
に
、

十
三
夜
給
食
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
給
食
な

ど
の
行
事
食
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
11
月
以
降
は
、和
食
の
日
給
食
、

い
い
歯
の
日
給
食
、
冬
至
給
食
や
ク

リ
ス
マ
ス
給
食
と
い
っ
た
行
事
食
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
食
は
、
季
節
折
々
の
伝
統
行

事
な
ど
の
際
や
、
お
祝
い
事
な
ど
の

特
別
な
行
事
の
時
に
食
べ
ら
れ
る
食

事
で
す
。
ま
た
、
行
事
食
か
ら
は
、

そ
の
地
方
に
伝
わ
る
伝
統
食
や
、
そ

の
行
事
に
込
め
ら
れ
た
願
い
な
ど
を

知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
食
品

流
通
の
発
達
等
に
よ
っ
て
食
事
も
多

様
化
し
て
い
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち

は
、
行
事
に
ち
な
ん
だ
食
事
を
食
べ

る
機
会
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

行
事
に
合
わ
せ
た
食
事
に
よ
っ
て
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
食
文
化
を

伝
え
て
い
く
の
も
給
食
の
大
切
な
役

　
「
青
少
年
育
成
昭
和
町
民
会
議
」

は
、
昭
和
62
年
４
月
１
日
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
青
少
年
関
係
諸
団

体
の
代
表
者
（
現
在
23
団
体
１
４
４

名
）
で
構
成
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ

の
活
動
も
35
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
民
会
議
の
活
動
方
針
の
ひ
と
つ

に
「
家
庭
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
。

第
一
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」、
第

三
日
曜
日
を
「
青
少
年
を
育
む
日
」

と
し
て
取
り
組
み
、作
文
・
ポ
ス
タ
ー

の
募
集
な
ど
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
小
中
学
生
か

ら
、
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
合
わ
せ
て

５
６
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

年
末
に
は
、
優
秀
作
品
を
冊
子
に
ま

と
め
て
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
家
庭
の
日
」
は
明
る
く
楽
し
い

家
庭
づ
く
り
の
推
進
を
、「
青
少
年

を
育
む
日
」
は
地
域
に
お
け
る
青
少

年
育
成
活
動
の
気
運
を
醸
成
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

取
組
の
一
環
と
し
て
、
町
民
会
議
は

町
の
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
も
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
甲
府
昭
和
高
校
に
入
学
し
て
、
半
年
が
経
っ
た
押
原
中
学
校

出
身
の
一
年
生
の
二
人
に
、
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　

入
学
直
後
は
、
す
べ
て
が

新
し
い
環
境
で
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
。
周
り
の
友
達
は

皆
仲
良
く
接
し
て
く
れ
て
早

く
高
校
生
活
に
馴
染
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
学
習
で
は

数
学
や
英
語
が
と
て
も
難
し

い
で
す
。６
月
の
学
園
祭（
紫

映
祭
）
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
９
月
の
分
散
登
校

は
、
長
く
友
達
に
会
え
ず
に

と
て
も
残
念
で
し
た
。

　

私
の
ク
ラ
ス
の
中
に
押
原

中
学
出
身
者
が
一
人
も
い
な

く
て
、
最
初
は
と
て
も
不
安

で
し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス

の
皆
は
良
い
人
ば
か
り
で
、

す
ぐ
に
新
し
い
友
達
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
園

祭
（
紫
映
祭
）
は
、
他
の
ク

ラ
ス
の
人
と
も
仲
良
く
な
れ

て
、
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
分
散
登
校
は
、
い
つ

ま
で
続
く
の
か
と
と
て
も
不

安
で
し
た
。

◎
８
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
９
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
８
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
・
対
応
に
つい
て

•
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

•
常
永
小
・
押
原
中
学
校
増
築
工
事

に
つい
て

•
生
涯
学
習
課
事
業
及
び
所
管
の
施

設
状
況
等
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
状
況

に
つ
い
て

•
主
な
事
業
報
告
と
予
定
に
つ
い

て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
９
月
議
会
関
係
に
つ
い
て

•
補
正
予
算
に
つ
い
て

•
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

議
事
事
項

•
就
学
援
助
費
支
給
認
定
に
つ
い

て
•
に
じ
い
ろ
教
室
の
移
転
に
つ
い

て 教
育
委
員
会

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

●●●

●●●

家
庭
の
日 

　
青
少
年
を
育
む
日

●●●

●●●

活
動
紹
介　
押
越
区

●●●

●●●

雨宮 大起（あめみや だいき）
サッカー部

松本 奈々佳（まつもと ななか）
バドミントン部

　

６
月
26
日
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
町
内
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
町
内
で
実
施
さ

れ
た
聖
火
リ
レ
ー
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
２
月
に
も
、
庁
舎
や

町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　

ト
ー
チ
は
、
桜
の
花
び
ら
を
モ

チ
ー
フ
に
作
ら
れ
、
色
は
桜
ゴ
ー
ル

ド
と
言
わ
れ
、
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
金

色
に
輝
い
て
い
ま
す
。
重
さ
は
約
1.2

㎏
で
あ
り
、
形
状
が
継
ぎ
目
の
な
い

形
で
高
い
技
術
を
用
い
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
素
材
の
一
部
に
は
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
仮
設
住
宅
の
ア
ル

ミ
建
築
廃
材
を
再
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

展
示
を
は
じ
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ゆ
か
り

の
あ
る
品
々
も
併
せ
て
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
※
ト
ー
チ
に
は
手
を

触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
）

　

展
示
期
間
は
今
年
度
中
を
予
定
し

て
お
り
、
展
示
場
所
は
昭
和
町
中
央

公
民
館
や
昭
和
町
総
合
体
育
館
に
な

り
ま
す
。（
展
示
場
所
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
間
近
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ご
観
覧
の
際
に
は

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
予
防
対
策
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ・

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す

●●●

●●●

●●●

●●●
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『 あおのじかん 』 『 ぼく、ひつじじゃなくて
ぶたなんだ 』

『 私は私のままで
生きることにした 』

イザベル・シムレール／文・絵
石津　ちひろ／訳

岩波書店

ピム・ラマース／文
ミルヤ・プラーフマン／絵

長山　さき／訳
ほるぷ出版

キム・スヒョン／著
吉川　南／訳
ワニブックス

　お日さまがしずみ、夜がやってく
るまでのひととき。あたりはあおい
ろに染まる。それが、あおのじかん。
　絵を描くのが好きな子におすす
めの絵本です。

　牧場にいるひつじたちの中に、「ぼ
くはこぶたなんだ！」というこひつ
じがいました。どろの中を転げまわ
るのが好きで、ブーブーと鳴きます。
　見た目じゃなく、本当の自分で生き
たい。自分らしさを問いかける絵本。

　ごく普通の「私」が、他人を妬む
ことなく、ありのままの自分とし
て生きていく方法を教えてくれる１
冊！
　韓国のベストセラーが邦訳された
ものです。

今月のおすすめ本

イベントのお知らせ

◦おはなし会 ※定員予約制
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。

日時　11 月 6 日（土）　午前 11 時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦ 0,1,2 歳児のおはなし会 ※定員予約制
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日時　11 月 18 日（木）　午前 11 時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

※事前に申し込みが必要です。電話か図書館カウンターにて承ります。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.162

11月の粗大ごみの日は、11月22日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。　
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
町
内
の
小
中
学
校

を
通
し
て
募
集
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
る
中

で
も
多
く
の
応
募
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
環
境
保
健
委
員
協
議
会
で
選
考
を
し

ま
し
た
の
で
、
優
秀
作
品
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
環
境
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る

水
稲
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

  　
　

	

西
条
小
５
年　
深
川 

に
こ 

さ
ん

	

「
分
別
で
　
地
球
を
笑
顔
に
　
リ
サ
イ
ク
ル
」

	
	

押
原
小
５
年　
秋
山 

音ね

む夢 

さ
ん

  	
	

「
ゴ
ミ
ひ
ろ
い　

未
来
に
向
け
て
の　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

	
	

常
永
小
３
年　
平
井 

里り

お桜 

さ
ん

	
	

「
レ
ジ
前
で　

サ
ク
ッ
と
と
り
出
す　
エコ
バッ
グ
」

　

	
	

押
原
中
２
年　
若
槻 

立り
っ
か花 

さ
ん

	
	

「
持
ち
歩
く　

保
全
の
心
と　
エコ
バッ
グ
」

　
環境保全標語優秀作品環境保全標語優秀作品

押原中２年　
北崎 凜

り り
々 さん

押原小５年　
竹村　晄

ひかる
 さん

常永小４年　
木村 玲

れ な
菜 さん

環境保全ポスター優秀作品環境保全ポスター優秀作品

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

西条小５年
脇　佑

ゆ う り
吏 さん

　

暖
冬
の
影
響
で
全
国
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）の
発

生
が
増
え
て
い
ま
す
。冬
期
の
耕
う
ん
や
薬
剤
の
適
切
な
散
布
な
ど
防
除

対
策
を
組
み
合
わ
せ
、移
植
水
稲
で
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。秋
冬
期
に

は
次
の
防
除
対
策
を
実
施
し
、越
冬
個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

〇
秋
期
の
石
灰
窒
素
の
散
布（
発
生
量
が
多
い
場
合
）

→
水
温
が
17
℃
以
上
の
時
期
に
、3
～
4
日
間
湛
水
を
保
っ
た
後
、石
灰
窒

素
を
散
布
す
る
。

※
魚
毒
性
が
高
い
た
め
、田
面
水
は
水
路
に
流
さ
ず
、自
然
落
水
さ
せ
ま

し
ょ
う
。ま
た
、窒
素
成
分
を
多
く
含
む
た
め
、次
作
の
施
肥
量
を
減
ら

す
調
整
が
必
要
で
す
。

〇
冬
期
の
耕
う
ん（
発
生
し
た
ら
必
ず
実
施
）

→
物
理
的
な
破
砕
を
行
う
と
と
も
に
貝
を
厳
寒
期
の
寒
風
に
さ
ら
す
。土

壌
が
乾
燥
し
て
固
い
時
期（
1
月
～
2
月
）に
、ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
速

度
を
遅
く
、P
T
O
回
転
を
速
く（
ロ
ー
タ
リ
ー
の
回
転
を
速
く
）し
、土

壌
を
細
か
く
砕
く
よ
う
に
耕
う
ん
す
る
。

※
未
発
生
圃
場
へ
の
貝
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、使
用
後
の
ト
ラ

ク
タ
ー
に
付
着
し
た
泥
を
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。

〇
冬
期
の
水
路
の
泥
上
げ（
発
生
量
が
多
い
場
合
）

→
越
冬
場
所
を
な
く
し
越
冬
個
体
を
寒
風
に
さ
ら
す
た
め
、水
路
の
泥
上

げ
を
地
域
全
体
で
行
う
。効
果
が
高
ま
る
厳
寒
期（
1
月
～
2
月
）に
実

施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
掘
り
上
げ
た
泥
は
、未
発
生
圃
場
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
貝
に
は
有
害
な
寄
生
虫（
広
東
住
血
線
虫
）が
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
、ゴ
ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
ト
ン
グ
を
使
用
し
、見
つ
け
て
も
素
手
で
は

扱
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。も
し
、素
手
で
触
っ
た
場
合
に
は
、石
鹸
で
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◦11月の休館日
1日（月）、3日（水・祝日）、
8日（月）、15日（月）、22日（月）
23日（火・祝日）、29日（月）、
30日（火・月末整理日）
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 シリーズ
その203国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

ね
ん
き
ん
月
間
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

ね
ん
き
ん
月
間
の
ご
案
内

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労

働
省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、

国
民
の
皆
さ
ま
に
公
的
年
金
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
等
を
踏
ま
え
、
感
染
拡
大
防

止
対
策
（「
３
密
」
を
避
け
る
、

非
対
面
の
形
式
で
行
う
等
）
を
徹

底
し
た
う
え
で
行
い
ま
す
。

※
感
染
症
拡
大
の
状
況
等
に
よ

り
、
活
動
が
一
部
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
主
な
活
動
予
定
】

◆
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

上
に「
ね
ん
き
ん
月
間
ペ
ー
ジ
」

　

を
設
置

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、
ね
ん
き
ん

月
間
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
公
的
年
金
制
度
と
の
か
か
わ
り

　

に
つ
い
て
「
わ
た
し
と
年
金
」

　

を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
イ
の

　

受
賞
作
品
の
公
表
（
日
本
年
金

　

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

◆
大
学
・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関

　

や
事
業
所
等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

　

に
よ
る
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」
や

　
「
年
金
制
度
説
明
会
」
の
開
催

　
（
要
請
が
あ
り
、
か
つ
十
分
な

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て

　

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
場
合

　

の
み
、
対
面
形
式
で
開
催
）

◆
年
金
委
員
・
功
労
者
表
彰
式
の

　

開
催
（
関
係
者
の
み
）

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認

し
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い

を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
「
年
金
の

日
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
の
確

認
や
年
金
見
込
額
を
試
算
で
き
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
概
要

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
お

　

客
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

　

じ
て
ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を

　

手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

で
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ

　

で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

　

フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金
情

　

報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

　
で
き
る
こ
と

○
ご
自
身
の
記
録
の
確
認

　

ご
自
身
の
国
民
年
金
の
記
録
や

　

お
勤
め
に
な
ら
れ
た
会
社
の
履

　

歴
、
標
準
報
酬
月
額
、
賞
与
額

　

が
確
認
で
き
ま
す
。

○
将
来
受
け
取
る
年
金
見
込
額
の

　

試
算

　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給
し
た

　

場
合
や
、
受
給
を
早
め
た
り
遅
ら
せ
た

　

り
し
た
場
合
な
ど
様
々
な
条
件
に
合
わ

　

せ
た
試
算
が
で
き
ま
す
。

○
通
知
書
の
確
認

　

電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
年
金

　

支
払
い
に
関
す
る
通
知
書
な
ど
を
確
認

　

で
き
ま
す
。

○
各
種
通
知
書
の
再
交
付
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
や
公
的

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
再
交
付
申

　

請
が
で
き
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
キ
ー
が
あ
れ
ば
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

の
ご
利
用
登
録
は
カ
ン
タ
ン
！

　
ア
ク
セ
ス
キ
ー
、
基
礎
年
金
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
な
ど
を
入
力
す
る
だ
け
！
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
「
ア
ク
セ
ス
キ
ー
」
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
竜
王
年
金
事
務
所

　
　
　
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
（
代
表
）

　

音
声
案
内
「
５
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
加
入
制
度
別
に
竜
王
年
金
事
務
所
の

担
当
者
へ
お
つ
な
ぎ
い
た
し
ま
す
。
基
礎

年
金
番
号
を
お
手
元
に
控
え
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

令
和
３
年

令
和
３
年
度度
峡
中
地
区
高
齢
者
作
品
展

峡
中
地
区
高
齢
者
作
品
展  

作
品
募
集

作
品
募
集

 

福
祉
車
両
貸
し
出
し
事
業
に
つ
い
て
　
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
中
央
市
・
甲
斐
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
60
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

開 

催 

日	

令
和
4
年
２
月
10
日（
木
）

  

会　
　
場	

昭
和
町
総
合
体
育
館
1
階　
ア
リ
ー
ナ

  

対 

象 

者	

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

	

（
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
で
も
出
品
可
）

  

出
品
種
目	

①
日
本
画　
②
洋
画　
③
書　
④
写
真

	

⑤
彫
刻
（
彫
塑
含
む
）　
⑥
工
芸
（
手
芸
・
陶
芸
含
む
）

	

⑦
文
芸
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に
限
る
）

　
　
　
　
　

 

※
ど
の
種
目
も
1
年
以
内
に
作
成
し
た
作
品
に
限
り
ま
す
。  

  

申
込
方
法	

令
和
3
年
11
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
、
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ
お
越
し
い
た

だ
き
参
加
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※	

作
品
の
提
出
は
別
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
展
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

感
染
症
対
策
と
し
て
、
作
品
展
当
日
は
作
品
出
品
者
お
よ
び
同
伴
者
1
名
の
み
来
場
可
能
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※  

新
方
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
審
査
会
の
み
の
開
催
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 11月の予定 
（日程等は変更・中止になる場合がございます）

令和 3 年度福祉まつりの
中止について

　

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
諸
状
況
を
考
慮
し
、
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
3
年

11
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
「
福
祉
ま
つ
り
」
の
中
止

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
、
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
団
体
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
ご
理
解
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

《
運
動
指
導
事
業
》

11
月
2
日
（
火
）、
5
日
（
金
）

11
月
9
日
（
火
）、
16
日
（
火
）

《
福
祉
ペ
タ
ン
ク
大
会
》

11
月
4
日
（
木
）

《
笑
い
竹
教
室
》

11
月
12
日
（
金
）

《
箱
庭
づ
く
り
体
験
教
室
》

11
月
20
日
（
土
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
習
会
》

11
月
25
日
（
木
）

※
す
べ
て
事
前
申
し
込
み
制
と
な

　
り
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
車
両
貸
出
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

 

申
請
手
続
き　

①	

事
前
（
最
大
１
カ
月
前
ま
で
）
に
お
電
話
で
利
用
希
望
日
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

②	

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
等
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

貸
出
時
間　

　
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

※	

土
日
、
祝
日
に
利
用
す
る
場
合
は
、
利
用
日
前
後
の
平
日
で
の
貸

出
及
び
返
却
と
な
り
ま
す
。

※
車
両
の
破
損
や
故
障
、
備
品
を
紛
失
し
た
場
合
は
修
理
費
用
等
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

貸
出
期
間	

原
則
と
し
て
３
日
間
ま
で

 

利
用
限
度	

同
一
利
用
者
に
よ
る
１
カ
月
間
の
利
用
回
数
は
４
回
ま
で

 

対 

象 

者	

町
内
在
住
で
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方
及
び
介
助
者

 

車　
　
両　

　
○
フ
ァ
ン
カ
ー
ゴ

　
　
定
員
２
名
＋
車
い
す
の
方
１
名
ま
で

　
○
シ
エ
ン
タ

　
　
定
員
５
名
＋
車
い
す
の
方
１
名
ま
で

 

料　
　
金	

無
料

　
※
写
真
は
シ
エ
ン
タ
で
す
。

　
※
車
い
す
も
貸
し
出
し
で
き
ま
す
の
で
、

　
　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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No.174
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
～昭和町母子愛育会は、今年度、創立６０周年を迎えます～

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
副
委
員
長
　
加
藤 

聖
香
（
清
水
新
居
区
）

No.205

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

自
民
党
総
裁
選
が
令
和
３
年
９
月

　

自
民
党
総
裁
選
が
令
和
３
年
９
月
2929
日
に
行
わ

日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。今
回
の
総
選
挙
は
４
名
の
自
民
党
員
が

れ
ま
し
た
。今
回
の
総
選
挙
は
４
名
の
自
民
党
員
が

立
候
補
し
、
内
２
名
が
女
性
議
員
で
し
た
。
男
女

立
候
補
し
、
内
２
名
が
女
性
議
員
で
し
た
。
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
意
識
の
変
化
と

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
意
識
の
変
化
と

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
立
候
補
さ
れ
た
高
市
早
苗
議
員
、
野
田
聖

　

今
回
立
候
補
さ
れ
た
高
市
早
苗
議
員
、
野
田
聖

子
議
員
と
も
に
歴
代
の
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
男

子
議
員
と
も
に
歴
代
の
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
男

女
共
同
参
画
担
当
）
で
す
。
前
回
の
自
民
党
総
裁

女
共
同
参
画
担
当
）
で
す
。
前
回
の
自
民
党
総
裁

選
で
は
、
野
田
聖
子
議
員
が
推
薦
人
確
保
で
苦
戦

選
で
は
、
野
田
聖
子
議
員
が
推
薦
人
確
保
で
苦
戦

し
、
立
候
補
へ
の
意
欲
が
あ
っ
て
も
壇
上
に
立
つ

し
、
立
候
補
へ
の
意
欲
が
あ
っ
て
も
壇
上
に
立
つ

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
女
性
議
員

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
女
性
議
員

２
名
の
立
候
補
は
、近
い
将
来
女
性
総
裁
の
誕
生
が

２
名
の
立
候
補
は
、近
い
将
来
女
性
総
裁
の
誕
生
が

可
能
で
は
な
い
か
、
と
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
出
来

可
能
で
は
な
い
か
、
と
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
出
来

事
で
し
た
。

事
で
し
た
。

　

視
点
を
国
政
に
向
け
る
と
、
国
会
議
員
に
占
め

　

視
点
を
国
政
に
向
け
る
と
、
国
会
議
員
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
、
衆
議
院

る
女
性
の
割
合
は
、
衆
議
院
9.99.9
％
（
令
和
３
年
４

％
（
令
和
３
年
４

月
時
点
）、
参
議
院

月
時
点
）、
参
議
院
2323
・
０
・
０
％
（
令
和
３
年
５
月
時

％
（
令
和
３
年
５
月
時

点
）
で
す
。
海
外
で
は
（
令
和
３
年
１
月
時
点
）、

点
）
で
す
。
海
外
で
は
（
令
和
３
年
１
月
時
点
）、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
4747
・
０
・
０
％
、
イ
ギ
リ
ス

％
、
イ
ギ
リ
ス
3333
・
９
・
９
％
、
％
、

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
2727
・
３
・
３
％
、
韓
国

％
、
韓
国
1919
・
０
・
０
％
と
、
数
字

％
と
、
数
字

で
比
べ
る
と
日
本
は
国
際
的
に
見
て
も
と
て
も
低

で
比
べ
る
と
日
本
は
国
際
的
に
見
て
も
と
て
も
低

く
、
順
位
は
１
９
０
ヵ
国
中
１
６
６
位
で
し
た
。

く
、
順
位
は
１
９
０
ヵ
国
中
１
６
６
位
で
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
山
梨
県
議
会
議
員

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
山
梨
県
議
会
議
員
3636
名
中
名
中

女
性
議
員
１
名
、
昭
和
町
議
会
議
員
は

女
性
議
員
１
名
、
昭
和
町
議
会
議
員
は
1414
名
中
女

名
中
女

性
議
員
１
名
で
す
。

性
議
員
１
名
で
す
。

　

女
性
の
政
治
へ
の
参
加
参
画
は
、
男
女
共
同
参

　

女
性
の
政
治
へ
の
参
加
参
画
は
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
現
実

画
の
視
点
か
ら
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
現
実

的
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
経
済
、
福
祉
、

的
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
経
済
、
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
環
境
、
災
害
リ

子
育
て
支
援
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
環
境
、
災
害
リ

ス
ク
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
日
々
変
化
し
て
い

ス
ク
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
や
環
境
を
守

ま
す
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
や
環
境
を
守

る
た
め
に
も
女
性
、
男
性
が
相
互
に
理
解
し
合
い
、

る
た
め
に
も
女
性
、
男
性
が
相
互
に
理
解
し
合
い
、

知
識
を
深
め
な
が
ら
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

知
識
を
深
め
な
が
ら
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
だ
と
男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
謳
っ
て

と
が
必
要
だ
と
男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
謳
っ
て

い
ま
す
。
女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
だ
け
が
目
的

い
ま
す
。
女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
だ
け
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
男
性
も
女
性
も
経
済
や
暮

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
男
性
も
女
性
も
経
済
や
暮

ら
し
に
密
着
し
た
視
点
を
持
ち
、
政
策
に
反
映
さ

ら
し
に
密
着
し
た
視
点
を
持
ち
、
政
策
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
様
々
な
意
思
決
定
の
場
に
女
性
も
参
加
し
、

も
、
様
々
な
意
思
決
定
の
場
に
女
性
も
参
加
し
、

組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
対
等
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
対
等
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て

シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て

自
分
の
言
葉
で
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
こ
と
が
大

自
分
の
言
葉
で
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

切
で
す
。

　

近
い
将
来
、
日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
に
女
性
が

　

近
い
将
来
、
日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
に
女
性
が

任
命
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

任
命
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　11月12日から25日（女性に対する暴力撤廃国際日）
までの2週間、「女性に対する暴力をなくす運動」が
行われます。女性に対する暴力とは、身体的なものだ
けではなく、性的な暴力、心理的な暴力等も含まれま
す。
　具体的には、夫等のパートナーからの暴力や性犯
罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー
行為等が挙げられます。警察では、配偶者暴力をはじ
め、女性に対する暴力に関する相談に応じたり、法律
に基づく援助等の取り組みを強化しています。

・日常的に夫等から暴力を受けているが、どうし
　ていいか分からない。
・ストーカーの被害を受けて困っている。

等の悩み事がありましたら、警察相談専用電話
「＃９１１０」又は最寄りの警察署に相談してくださ
い。

《相談受付》
〇山梨県警察総合相談室

「＃９１１０」又は☎２３３-９１１０（警察相談専用電話）
〇南甲府警察署　☎２４３-０１１０

　児童虐待は、児童の心と体の成長や発達に悪影響を与えるばか
りか、子どもの命に関わる深刻な問題です。虐待から児童を守る
ためには、これを早期に発見し、子どもを保護することが大切で
す。「虐待を受けているかもしれない。」と感じたら、迷わずに警
察に相談、通報してください。
　児童虐待は次のようなことを言います。
〇身体的虐待

例えば、首を絞める、殴る、蹴る、激しく揺さぶる、たばこの火を
押しつけることなどを指します。

〇怠慢又は拒否（ネグレクト）
例えば、乳幼児を残したまま度々外出する、乳幼児を車の中に
放置する、適切な食事を与えない、衣服や室内を長期間不衛生
のままにすることなどを指します。

〇性的虐待
例えば、児童への淫行、性的行為の強要、児童ポルノの被写体に
することなどを指します。

〇心理的虐待
例えば、言葉により脅かす、児童に対して無視、拒否的な態度を
取る、他の兄弟姉妹と著しく差別した扱いをする、児童の目の
前でのDV等を指します。
｢虐待⁉｣と思ったら☎189番へ　　緊急の場合は☎110番へ

女性に対する暴力対策の推進 児童虐待防止対策の推進

治
り
に
く
い
蓄ち

く
の
う膿

症　

－

好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎

－

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科　
助
教　
代
永 

孝
明　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

蓄ち
く
の
う膿
症
と
い
う
病
気
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
正
し
い
病
名
は

副ふ
く

鼻び

腔く
う

炎え
ん

と
い
い
ま
す
。
目

の
下
や
目
の
内
側
、
お
で
こ

の
裏
側
な
ど
に
は
空
間
が
あ
り
、
そ
の
場
所

を
副
鼻
腔
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
に
細
菌
や
カ

ビ
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
炎
症
を
起
こ
し
て

蓄
膿
、
つ
ま
り
膿
が
溜
ま
る
こ
と
で
痛
み
を

生
じ
た
り
、
黄
色
い
鼻
水
が
出
た
り
（
膿
性

鼻
汁
）、膿
が
の
ど
に
ま
わ
っ
た
り
（
後
鼻
漏
）

す
る
な
ど
の
症
状
を
起
こ

し
て
い
る
状
態
が
副
鼻
腔

炎
で
す
。
抗
生
物
質
の
薬

を
飲
む
こ
と
に
よ
り
大
半

の
副
鼻
腔
炎
は
治
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
薬
で
な
か
な
か
よ
く

な
ら
な
い
副
鼻
腔
炎
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
題
名
に
あ
る
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
で

す
。
好
酸
球
と
は
血
液
中
に
含
ま
れ
る
白
血

球
の
仲
間
で
す
が
、
そ
の
好
酸
球
が
鼻
の
粘

膜
に
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
強
い
炎
症
を
起

こ
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
主

な
症
状
と
し
て
は
嗅
覚
障
害
、
つ
ま
り
に
お

い
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
に
お
い
を
感

じ
る
神
経
や
そ
の
周
り
の
粘
膜
に
炎
症
を
起

こ
し
、
に
お
い
を
感
じ
な
く
さ
せ
て
い
る
の

で
す
。
ま
た
、
鼻
の
粘
膜
が
む
く
ん
で
ポ
リ

ー
プ
が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
鼻

づ
ま
り
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
喘
息
を
一
緒
に
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
よ
り
患
者
さ
ん

の
生
活
の
質
は
大
変
悪
く
な
り
ま
す
。

　

診
察
の
結
果
で
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
が
疑

わ
れ
た
ら
、
ま
ず
は
炎
症
を
抑
え
る
飲
み
薬

や
点
鼻
薬
の
治
療
か
ら
は
じ
め
ま
す
。
あ
ま

り
よ
く
な
ら
な
い
場
合
は
、
次
の
一
手
と
し

て
内
視
鏡
を
使
っ
た
鼻
の
手
術
が
行
わ
れ
ま

す
。
手
術
を
し
て
す
っ
き
り
よ
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
再
発
し
や
す
い
病

気
で
す
の
で
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
手
術
の

後
も
再
発
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
薬
で
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
頃
は
自
己
注
射
薬
の
使
用
が
国
か
ら
認
可

さ
れ
、
よ
い
状
態
を
保
て
る
患
者
さ
ん
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

伴
い
、
嗅
覚
障
害
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
お
い
を
感
じ
な
く
な
っ
て
も
直
接
命
に
関

わ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
に
お
い
の
な

い
生
活
は
味
気
な
い
も
の
で
す
。
も
し
思
い

当
た
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
一
度
お
近
く
の
耳

鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
相
談
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

浴 室 で は・・・浴室内や脱衣所に暖房器具を置き、ほかの部屋と気温差を少なくしておきましょう。
トイレでは・・・暖房器を置くなどの寒さ対策をしましょう。
屋 内 で は・・・暖かい部屋から廊下に出るときには上着を着るようにしましょう。

ヒートショックヒートショックににご注意ご注意をを! !! !
ヒートショックとは、急激な温度変化によって血圧が
大きく変動することにより、失神や心筋梗塞、脳梗塞
などを引き起こすことです。

暖かい部屋

熱いお風呂

寒い廊下
（お風呂場）

・入浴時が最も危険と言われています。
・冬場のトイレなど肌を露出する場所。
・外出先から室内に入ったとき。
・寒い朝、外から暖かい部屋に入るときに
　も十分に気を付けましょう。

ヒートショックが起こりやすいのは
こんな場所！

予防のポイント

これから　
寒くなります！
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日
時　
①
11
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
11
月
１
日
（
月
）
～
16
日
（
火
）

　
②
11
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

証
明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
が
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　
11
月
18
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～
４
時

（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始　
11
月
８
日
（
月
）
～

（
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

　
番
号
直
通
の
み
受
付

○
相
談
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
３
年
12
月
16
日（
木
）

○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

　
当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

　
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
昭
和
町
・
中
央
市
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
、
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所

　

中
央
市
立
豊
富
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
中
央
市
大
鳥
居
３
７
３
８

‐
１
）

内
容　
名
誉
・
差
別
・
い
じ
め
等
の

　
　
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
毎
年
11
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
年
末
調
整
説
明
会
は
、
令
和
３
年

分
以
降
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
等

の
資
料
配
布
の
み
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
（
２
階
）

対
象

　
昭
和
町
ま
た
は
中
央
市
に
所
在
す

る
事
業
者
の
方

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）

　

子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す
る
法
律

面
・
心
理
面
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相

談
会
を
、３
つ
の
相
談
方
式
（
面
接・

電
話
・
リ
モ
ー
ト
）
に
て
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
と
臨
床
心
理

士
が
担
当
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
27
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
50
分

　
※
午
後
４
時
受
付
終
了

◎
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　
左
記
電
話
番
号
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
10
名
）

面
接
相
談
会
場

　
山
梨
県
弁
護
士
会
館
（
甲
府
市
中

央
１
‐
８
‐
７
）

◎
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

　
開
催
時
間
中
に
左
記
電
話
番
号
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
Z
ｏ
ｏ
М
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
相
談

　
（
要
予
約
）

　
11
月
26
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で

に
、
山
梨
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
山
梨
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.yam

a-ben.jp/

）

相
談
内
容

　
子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す
る
相
談
全
般

相
談
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

　
労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
の
総
称
で
す
。
労
働
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
を
1
人
で

も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
加
入
の

場
合
は
、
お
早
め
に
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
適
用
課

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０

２
１
＃
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助
言
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹

介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
正

月
飾
り
を
作
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
手
作
り
な
ら
で
は
の
お
正
月
飾

り
を
準
備
し
て
、
温
か
い
気
持
ち
で

新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
７
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象

①
．町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

②
．①
の
方
と
一
緒
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
町
内
在
住
の
64
歳

以
下
の
方

場
所　
昭
和
町
中
央
公
民
館
2
階

　
　
　
第
2
会
議
室

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

参
加
費

　
１
2
０
０
円　
※
当
日
集
金

持
ち
物

　
マ
ス
ク
絶
対
着
用
、
防
寒
対
策

　
ボ
ン
ド
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
汚

れ
て
も
い
い
服
装
も
し
く
は
エ
プ

ロ
ン

受
付
開
始　
11
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

日
時　
11
月
18
日（
木
）・19
日（
金
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所

　
山
梨
県
自
治
会
館　
１
階「
講
堂
」

　
（
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間

　
　
　
11
月
８
日（
月
）～
12
日（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
、
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
予
防
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に

防
災
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
頃
の
生
活
を
振
り
返
り
、
各
々

の
家
庭
に
適
し
た
防
災
対
策
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象
者

　

中
北
地
域
（
昭
和
町
、
甲
府
市
、

韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
北
杜

市
、甲
斐
市
、中
央
市
）
に
在
住・

在
勤
の
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の

方
場
所　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ニ
コ
リ　
３
階
ホ
ー
ル

　
　
　
（
韮
崎
市
若
宮
１
‐
２
‐
50
）

内
容

　
乳
幼
児
の
防
災
対
策
初
め
の
一
歩

講
師

　
N
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と

　
代
表　
軽か

る
べ部 

妙た
え
こ子 

氏

定
員　
30
名
（
同
伴
乳
幼
児
含
む
）

　
　
　
※
要
予
約
、
先
着
順

そ
の
他

　
・
参
加
費
無
料

　
・
講
座
受
講
者
に
は
修
了
証
書
を

交
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
５
１
‐
２
３
‐
３
０
５
７
）

（
FAX
０
５
５
１
‐
２
３
‐
３
０
１
２
）

メ
ー
ル　

ch-kenm
inc@

pref.
 　

　
　
　yam

anashi.lg.jp

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
現
在

二
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
23
名
の
団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
『
全
力
練
習
‼
』
を
合
言
葉
に
仲
間
達
と
切
磋
琢
磨
し
、
日
々
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
年
関
係
な
く
仲
が
良
く
元
気
な
チ
ー

ム
で
す
。
見
学
や
体
験
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練習日時
　水・木曜日　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
　土　曜　日　午後 4 時 30 分～ 7 時 30 分
練習場所
　押原小学校　体育館

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

弁
護
士
に
よ
る
県
下
一
斉

無
料
法
律
相
談

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も
無
料

法
律
相
談
会

第
96
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

給
与
支
払
報
告
書
等
資
料
の

配
布
に
つ
い
て

昭
和
町
・
中
央
市

合
同
特
設
人
権
相
談

正
月
飾
り
作
り
教
室

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

防
災
講
座

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
障
が
い
当
事
者
の
交
流
の
場
と
し

て「
れ
ん
げ
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
り
茶
話
会
を
通
じ
て

不
安
や
疑
問
を
相
談
し
た
り
、
自
由

に
話
し
を
し
な
が
ら
楽
し
め
る
会
で

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
14
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
中
央
市　
田
富
総
合
会
館

対
象

　
昭
和
町
・
中
央
市
内
在
住
の
障
が

い
に
か
か
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る

方
、
難
病
認
定
さ
れ
て
い
る
方

定
員　
10
名
程
度

　
※
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
　
　
　
（
FAX
２
７
４
‐
１
１
０
３
）

　
甲
府
刑
務
所
・
甲
府
少
年
鑑
別
所

で
は
、
矯
正
行
政
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ま
に
広
く
ご
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
、「
甲
府
刑
務
所
矯
正
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
11
月
４
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所

　
山
梨
県
防
災
新
館
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア
及
び
県
民
ひ
ろ
ば
（
甲
府
市

丸
の
内
１
‐
６
‐
１
）

内
容　
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
、
施
設
見
学
、
矯
正
広
報
パ
ネ

ル
展
示
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
の

イ
ベ
ン
ト
ほ
か

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

　
　
　
　
（
☎
２
４
１
‐
８
３
１
１
）

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
火
災

発
生
状
況
等
を
お
知
ら
せ
す
る
「
災

害
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
消
防

本
部
の
管
轄
内
で
火
災
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
、
発
生
時
間
、
町
名
、

災
害
種
別
の
情
報
を
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
災

害
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

災
害
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
０
１
１
９

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
指
令
課

（
☎
２
２
２
‐
１
１
９
０　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
９
番
）

（
FAX
２
３
５
‐
２
１
１
９
）

　
メ
ー
ル　

shirei4@
.kfd.or.jp

　
昭
和
町
で
は
、
11
月
20
日
の
「
県

民
の
日
」
に
２
つ
の
施
設
を
次
の
と

お
り
一
日
無
料
開
放
し
ま
す
。

○
町
立
温
水
プ
ー
ル

日
時　
11
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
９
時

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
午
後
９

時
ま
で
、
プ
ー
ル
は
午
後
４
時
45

分
ま
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

入
館
料　
無
料
（
町
内
在
住
ま
た
は

町
内
在
勤
の
方
の
み
）

問
い
合
わ
せ

　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
）

○
風
土
伝
承
館 

杉
浦
醫
院

日
時　
11
月
20
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
最
終
入
館
：
午
後
４
時
ま
で
）

入
館
料　
無
料
（
ど
な
た
で
も
）

問
い
合
わ
せ

　
風
土
伝
承
館 

杉
浦
醫
院

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
１
４
０
０
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

防災一口メモ　災害時のいろいろな場面を想定してみませんか？
　10 月 7 日の千葉県北西部を震源とした震度 5 強の地震は、記憶に
新しいと思います。関東近県や東京都内でも水道管の破裂で道路に水
が噴き出したり、停電したというニュースがありました。日本列島は 
３つのプレートの上に乗っていて、「地震列島」といわれるほど、毎日
のようにどこかしらで地震が発生しています。
　地震発生時に自分がいる建物の構造や、時季、時間は毎回同じとは
限りません。「“ここ”にいるときはどうしたらいいのか」を想像し、
いつ、どこにいるときでも自分の命が守れるように、もしもの時の自
分の行動を考えてみましょう。 女性防災ネット昭和

　９月は、先月と比較すると
全体の収集量は 27t 減の 349t
と な り、 一 世 帯 あ た り の 収
集量では先月から３㎏減の
38kg となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

9月8月7月6月5月4月3月

41

35

39

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
は
、
幅
広
い
専
門
知
識
や
高
度
な

技
術
を
習
得
し
、
豊
か
な
創
造
力
と

判
断
力
を
兼
ね
備
え
た
技
術
者
を
育

成
し
、
県
内
の
産
業
や
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

様
々
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

〈
12
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
エ
ク
セ
ル
応
用

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
11
月
22
日
ま
で

〈
１
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇TO
EIC

®

　

Listening&
Reading Test

　
対
策
講
座

　
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
）

　
日
程　
午
後
７
時
～
（
２
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間

　
　
11
月
11
日
～
12
月
21
日
ま
で

※
講
座
内
容
、日
程
等
、都
合
に
よ
っ

て
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
講
座
の
詳
細
は
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.yitjc.ac.jp

　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
働
く
皆
さ
ん
の
能
力
や
人
材
を

育
成
す
る
た
め
各
種
講
座
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
11
月
開
講
講
座
〉

〇
ふ
す
ま
の
は
り
か
え
教
室

　
日
程　
11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
（
５
時
間
）

　
募
集
期
間　
11
月
18
日
ま
で

〈
12
月
開
講
講
座
〉

〇
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
11
月
22
日
ま
で

〇
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
対
策
講
座

　
（
指
導
方
法
）

　
日
程　
午
前
９
時
～
（
７
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
11
月
26
日
ま
で

〇
親
子
で
つ
く
ろ
う
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

　
日
程　
12
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
（
２
時
間
）

　
募
集
期
間　
11
月
24
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
　
総
務
企
画
課

　
　
　
　
（
☎
２
４
３
‐
４
９
１
６
）

　
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
虐

待
等
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
状
況

に
お
気
づ
き
の
方
は
、
早
急
に
相

談・連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談・

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

『
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）「
だ
れ
か
」

じ
ゃ
な
く
て
「
あ
な
た
」
か
ら
』

相
談
・
連
絡
い
た
だ
き
た
い
事
例

○
子
ど
も
の
泣
き
声
や
叩
く
音
、
怒

鳴
り
声
な
ど
が
い
つ
も
聞
こ
え
る

○
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く
外

出
す
る

○
子
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
ア
ザ
や

不
自
然
な
傷
が
み
ら
れ
る

○
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

　
※
休
日
・
夜
間
も
相
談
可
能
で
す

能
力
開
発
講
座
の
ご
案
内

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

障
が
い
当
事
者
交
流
の
場

「
れ
ん
げ
会
」
の
お
知
ら
せ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

甲
府
刑
務
所
矯
正
展

災
害
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 9 月分の医療費は、
約 7,353 万円（前年同月比
8.17% の減）です。
　 ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

盆
過
ぎ
の
空
に
白
雲
二
つ
三
つ

夏
猫
の
や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
や
鈴
鳴
ら
し

井
口　

康
行

雨
あ
と
の
又
ひ
と
し
き
り
虎
が
雨

来
客
の
マ
ス
ク
ず
ら
し
て
握
り
寿
司

小
澤
百
合
子

虫
の
音
に
さ
そ
わ
れ
朝
の
畑
に
出
る

か
ぼ
ち
ゃ
蔓づ

る

道
路
際
ま
で
は
み
出
し
て

深
沢
モ
ト
子

坂
道
を
登
り
つ
め
た
る
墓
参
か
な

迎
え
火
の
お
か
ら
を
焚
く
に
傘
さ
し
て

伊
東　

美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

「
県
民
の
日
」

町
内
施
設
の
無
料
開
放
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申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

令和２年８月２日生（１歳３カ月・男の子）
（父）寛隆さん（母）真琴さん（河西区）

萩原 蒼
そ う た

大 くん

1 歳になりました。
すくすく育ってね♡

あとがき
　

今
月
の
表
紙
は
、
西
条
小
学
校
の
運
動
会
で
の
ワ

ン
シ
ー
ン
で
す
。
華
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
元
気

い
っ
ぱ
い
に
舞
い
踊
る
姿
か
ら
は
、
私
た
ち
も
元
気

を
も
ら
え
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
の
時
間

が
多
く
と
れ
な
い
な
か
、
ど
の
学
校
も
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
素
晴
ら
し
い
競
技
と
演
技
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
運
動
会
も
こ
れ
で
2
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
制
約
な
く
運
動
会
を

開
催
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

今
年
は
町
内
４
校
の
運
動
会
を
撮
影
し
て
ま
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
形
に
日
焼
け
し
た

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　紅葉が綺麗な季節となりまし
た。涼しさから寒さへと変わ
り、粘膜が乾燥すると抵抗力が
低下するため、体調を崩しやす
い時季でもあります。しっかり
食べて寒さに負けない体づくり
をしましょう。
　秋に旬を迎えるきのこは食物
繊維が豊富で、お腹の調子を整
える働きをします。また、カル
シウムの吸収を助けるビタミン
Dが豊富です。
　しいたけ、しめじ、えのき、
えりんぎ、まいたけ、きくら
げ、なめこ、ひらたけ、マッ
シュルームと、きのこはたくさ
んの種類があるので、香りや食
感の違いを利用し、色々なお料
理で楽しんでくださいね♪

簡単和風キッシュ（風）

～ 今月は
「上河東区食生活改善推進員」
　　　からのレシピです ～

◆ 作り方
①	ほうれん草を固めにゆでます。
②	フライパンに油をしき、野菜とハムを炒めます。
塩コショウをふり、しょうゆをサッと回し入
れます。

③	卵を割り、ボウルでよく混ぜます。さらに生ク
リーム・ナツメグを加えよく混ぜます。

④	耐熱皿に②入れ、③を上からかけます。
⑤	とろけるチーズを全体にのせ、180℃のオー
ブンで30～ 40分焼きます。

◆ 材料
・ほうれん草 … １束
・しめじ ……… １袋
・えのき ……… １袋
・玉ねぎ ……… 1/2個
・ハム ………… ５枚

秋の味覚「きのこ」

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

・生クリーム … 100cc
・たまご ……… ３個
・ナツメグ …… 少々
・塩コショウ … 少々
・しょうゆ …… 少々
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